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成田空港南ロータリークラブ 
冨 一美 様 
卓話にお呼び頂きありがとうございまし 
た。ニコニコです。 
（卓話料もニコニコ BOX に入れて下さい 
ました。） 
髙山 義則 会員 
昨年担当した「一宮川河川改良工事その 
29」で優良工事として表彰を受けました。 
ニコニコです。 
 

 
 
 
                         
 
 

小倉会⾧所要の為、小髙会⾧エレクト挨拶 
 

皆さんこんにちは。 
本日、小倉会⾧欠席のため、変わって次年度会⾧の小髙が
ご挨拶させて頂きます。 
 はじめに、本日のお客様、成田空港南ロータリークラブ 
冨 一美様、「ようこそ、お越しくださいました。ありがと
うございます。」 
冨様には、この後、「SDGｓ達成に向けた取り組み」とい
うテーマで卓話頂きます。宜しくお願いいたします。 

 さて、6 月 6 日、月曜日、関東甲信越地方が、梅雨入りに、例年より 1 日早い梅雨入
りだそうです。つい先ごろまで、初夏を思わせる様な 30 度を超える真夏日から一転して、
肌寒く感じる今日、皆様方には、お身体、体調など、崩さぬ様、ご自愛くださいませ。 
 さて、小倉、石田年度も、残すところ、あと数回の例会開催となりましたが、コロナ
過において、例会場の確保、その中での理事会の開催、例会の開催、例会中止の決定な
ど、時事変わる日程にほんろうされた 1 年間であったと思われます。 
 6 月 29 日、次年度引継ぎ夜間移動例会を居酒屋はせ川にて開催いたします。 
6 月は、ロータリー親睦月間です。小倉・石田年度最後の親睦活動となりますので、会員
皆様方のご出席の程、宜しくお願い致します。 
 次年度は、小髙・高山年度が 7 月よりスタートいたします。期待と不安が入り混じっ
た気持ちではありますが、1 年間頑張りますので宜しくご指導の程、お願い申し上げます。 
 最後に、6 月 22 日次年度活動報告書の最終提出日となっておりますので、各、委員会
の委員⾧、各リーダーの皆様には、活動方針の書面提出宜しくお願い致します。 
                                       
 

2022 年 6 月 8 日 

 

成田空港南ロータリークラブ 冨
とみ

 一美
か つ み

 様 
 
「SDGs 達成に向けた取り組み」 
 
皆様、こんにちは。成田空港南 RC の冨です。 
職業分類は「資源開発」です。産業廃棄物を原料として中
間処理を行い、その生成物である石炭代替燃料等を販売す
ることを主たる生業としております。 

 さて本日は、第 7 グループの秋葉ガバナー補佐の方からのご紹介で、「SDGs 達成に向けた
取り組み」について卓話をさせていただくことになりました。じつは、私の会社の新聞記事が
千葉日報に掲載されたのをご覧になられまして、大変関心を持たれたとのことでした。SDG
ｓの話を他の RC 会員の皆様のお仕事にも大変参考になると思うんで是非やってほしいとの
ことでした。まだまだ勉強途中で余り知識のない私ですが、皆様と一緒に勉強しながらお話さ
せていただこうと思いますので、どうぞ宜しくお願いいたします。 

内容としましては、千葉銀行は、弊社に対して他の金融機関と共同で１８億円を協調融資し
たとありまして、これは SDGｓ（持続可能な開発目標：Sustainable Development Goals）に
関する取り組みを推進するためといいますか、或いは後押しするために、今年の１月から取り 

例会日 6 月 1 日 5 月 25 日 

会員数 30 30 

出 席 18 21 

欠 席 12 9 
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石田幹事より 

2022 年ヒューストン国際大会が開催されて

おりますが、同時に 2023 年メルボルン国際

大会の登録受付も開始されました。    

登録マニュアル、登録書式サンプル等、添付

ファイルが送られて来ています。 

 

①大網 RC ホームページのリニューアルに
ついてお願い 
 
大網 RC の HP に、会員事業所様の HP のリ
ンクを掲載させて頂きます。 
6 月 19 日（日）までにご回答のない場合は、
リンク掲載の方向で進めさせて頂きます。 
なお、リンクの掲載について不都合が生じた
場合は、事務局までご連絡下さい。 
ご対応させて頂きます。 

 
②ロータリー希望の風ワインが届きました。 
6/29 開催の引継夜間移動例会にてご賞味下
さい。ワイン購入金額の一部が希望の風奨学
金へ充てられます。 
 
ロータリー希望の風奨学金は、2011 年 3 月
11 日に発生した東日本大震災で両親または
片親を亡くした子どもたちに、大学や短期大
学、専門学校への進学をあきらめないでほし
いという思いから生まれました。 
入学から卒業まで毎月 5 万円の給付をし、返
還を求めません。 
本奨学金は、震災時に 0 歳時だった子どもが
大学を卒業するまで 22 年間継続いたします。 
 
皆様のご協力に感謝申し上げます。 
 

扱いを開始したばかりの融資商品である「ちばぎんＳＤＧｓリーダーズローン」を活用した初
の試みですという内容でございます。 
 参加していただいた銀行といいますと、千葉銀行が主幹事となり、商工組合中央金庫、常陽
銀行、千葉興業銀行の４銀行でございます。これは、企業と一体となって銀行も SDGｓ推進
に取り組んでいますよという、ある意味銀行の一つの情報発信でもあるわけです。 
この制度というのは、これからご説明させていただきます SDGｓに沿ってサステナビリティ
経営を積極的に実践しようとする事業者が、事業規模や 経営実態に合わせて 有効な目標等
を設定する 融資制度です。本日の卓話で皆さんと一緒に勉強したいのは、この SDGｓと事
業のサステナビリティ（持続可能性）の二つです。※サステナビリティ経営とは、どういう経
営形態かといいますと、「環境・社会・経済の持続可能性への配慮により、事業のサステナビ
リティ（持続可能性）の向上を図る経営」のことをいいます。 
 なお、新聞に掲載された通り、本件が、県内では「ちばぎんＳＤＧｓリーダーズローン」と
して 初めてのシンジケートローン方式の取組みとなるそうです。 
※ここでまた改めてシンジケートローン方式という言葉が出てきましたが、このシンジケート
ローン方式とは、ひとつの顧客に対して 複数の金融機関が連携して 融資を行うローンのこ
とをいいます。プラスメリットとして、将来的に資金調達の幅を広げられる可能性があるとい
うものです。これを利用して弊社は、次のプロジェクトとして、自社製造燃料を使ったバイオ
マス発電所の建設を計画しております。 
 現在稼働中の弊社のプラントでも、持ち込まれた廃プラスチック等をもとに、フラフ燃料と
呼ばれる燃焼材を製造する仕組みを備えておりまして、特に新設工場では エネルギー代替廃
棄物等の使用拡大に寄与するほか、フラフ燃料を石炭等の代替燃焼材として用いることにより
まして、燃焼時の ＣＯ２排出量の削減効果も大きく見込まれます。 

さて、今回の卓話を①SDGｓとはなにか？について②具体的な弊社の SDGｓの取り組みに
ついての２つに分けてお話させていただきます。 
① SDGｓとはなにか？ 
持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）のことで、2015 年 9 月の国
連サミットで加盟国の全会一致で採択された,2030 年までに持続可能でよりよい世界を目指
す、「国際目標」です。17 のゴール・169 のターゲットから構成され，地球上の「誰一人取り
残さない」ことを誓っています。 
SDGs は発展途上国のみならず，先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）なものであり，
日本としても積極的に取り組んでいます。 
② 具体的な弊社の SDGｓの取り組み 
弊社では、地球規模での環境・エネルギー問題は、来るべき未来に向かって 避けて通ること
のできない 重要なテーマと認識しております。 
1973 年（昭和 48 年）設立以来、産業廃棄物処理問題に 真剣に取り組んでおよそ半世紀、当
社は「中間処理」という方法の中に 「再利用」というカテゴリーを考慮し、努力を続けてま
いりました。 

今、ここに、総てをゼロ・エミッションに導く手法を見出しました。 
その取り組みとしまして、ISO14001 を 2003 年（平成 15 年）に取得、また、コンプライアン
スや CSR を全うするため、ISO9001 を 2007 年（平成 19 年）に取得し、その後、千葉県に「ち
ば SDGｓパートナー登録」をしました。 
弊社の SDGｓ達成に向けた経営方針等をご紹介しますと、まず、SＤＧｓ推進に取り組む 他
企業や地域の様々な団体、学校等と連携し、持続可能な 社会づくりを進めます。 
●常に革新的な環境創造を通じて、地球環境に配慮した経営を進めます。 
●全従業員物心両面の幸福を追求し、働きやすい職場づくりを進めます。 
●資源循環事業に尽力し、携わって頂く方々にもＳＤＧｓを知って頂けるよう、普及啓発に取
り組みます。 

弊社では、SDGｓ１７のゴールのうち、エネ
ルギーや環境目標を中心に捉え、自社技術に
より、生態系保全に貢献する事を目標とする
ことが、責任であると定めております。 
この SDGｓのゴールの７． ８． ９．１０．
１２．１３．１４．１５が関連項目です。 
 
弊社では、石炭に代わる廃棄物エネルギー
「フラフ燃料」の活用を大手セメント会社、

大手製紙会社、大手石灰製造メーカと取り組んでまいりました。 
・フラフ燃料製造プラント新設概要・・・・・省略 
・事業の目的・・・・・省略 
・増設予定の施設概要・・・・・省略 
・【事業の効果】として、具体的に二酸化炭素排出量削減効果は、年間 5 万 t を燃料化したと
仮定したときに、石炭と同等カロリーの フラフ燃料を燃焼させた場合、石炭燃焼時に比べ、
約 33％排出量削減が見込める為、定められた換算する計算式で算出すると、約 4 万ｔもの二
酸化炭素低減効果が期待できる。 
結びに、私もロータリアンとして、自分の職業を通じて地球環境や地域社会に貢献できる喜び
を肌で感じております。皆さんの職業も SDGｓの１７のゴールのいずれかには 必ず該当す
ると思いますが、職業生活の面ならず 社会生活の面においてもＳＤＧｓを意識しながら 
日々を過ごされてはいかがでしょうか？ご清聴ありがとうございました。 

幹 事 報 告   

クラブよりお知らせ   


